
ナ
感
染
症
・
物
価
高
対
策
と
社
会

経
済
活
動
の
回
復
、
ま
た
文
化
首

都
京
都
の
推
進
の
た
め
に
は
、
国

と
の
連
携
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
国
に
対
し
て
、
市
民
・

事
業
者
の
皆
様
の
声
や
京
都
市
の

現
状
を
直
接
伝
え
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
国
の
理
解
と
協
力
の
も

と
、
政
策
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員

団
は
、
11
月
22
日
に
代
表
者
6
名

が
、
関
係
各
省
庁
へ
「
国
の
施

策
・
予
算
に
関
す
る
緊
急
提
案
・

要
望
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
持
続

可
能
な
行
財
政
の
確
立
、
コ
ロ

令
和
4
年
11
月
市
会
で
は
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
、

支
援
金
（
法
人
５
万
円
・
個
人

３
万
円
）
を
交
付
す
る
「
中
小

企
業
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
」、

ま
た
、
市
民
負
担
軽
減
と
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
の
「
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
よ
る
住
民
票
等
の
証
明
書

発
行
手
数
料
引
下
げ
」
な
ど
、
総

額
27
億
６
５
０
０
万
円
を
増
額
す

る
補
正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し

た
。
令
和
3
年
度
決
算
、
４
年
度

予
算
で
、
行
財
政
改
革
計
画
を

4
4
7
億
円
上
回
る
収
支
改
善
を

実
現
し
、
公
債
償
還
基
金
（
将
来

新型コロナウイルス感染症・物価高対策と
社会経済活動の回復に向けた要望

1 新型コロナウイルスワクチン接種事業の推進等
2 後遺症への対策強化

3 保健所設置市への支援の抜本的な充実・地域医療等の維持のための
支援

4 指定都市が果たすべき役割の明確化、権限の強化
5 出口戦略の提示
6 誰ひとり取り残さない社会の構築に向けた支援の充実
7 国民健康保険・介護保険の保険料（税）減免に係る全額の財政支援
8 学生が安心して学べる環境づくりへの支援
9 事業活動の下支えと経済回復を後押しする支援の充実
10 持続可能な観光の実現に向けた支援の充実
11 文化芸術活動への支援の継続・充実
12 自治体財政への支援の充実

令和５年度 国の施策・予算に関する緊急提案・要望
11 地方交付税の必要額の確保と臨時財政対策債の廃止
2 経営危機に直面する市バス・地下鉄事業に対する支援
3 自治体情報システム標準化の実現に向けた財政措置等の課題解決
4 文化庁の機能強化及び文化政策の充実

5 京都駅東部エリアへの移転を契機とした京都市立芸術大学の更なる
発展に向けた支援

6 子ども・子育て支援の充実
7 マイナンバーカードの普及促進のための確実な財政措置

8 国の財源（社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金等）の確
保・拡充

9 京都・近畿の発展に大きな可能性を有する、京都刑務所・京都拘置
所・京都運輸支局など、国有地の有効活用の検討

10 将来を見据えた広域的な道路ネットワークの構築

生活者支援　217億（うち臨時交付金11億円）
１　生活困窮者
・住民税非課税世帯等への給付金� 173億3,000万円
・生活困窮者等支援団体への支援� 1,000万円
・生活困窮者自立支援金・住居確保給付金の延長
� ７億500万円など

２　子育て世帯
・子育て世帯生活支援特別給付金� 21億1,600万円
・子ども食堂等に取り組む団体への支援� 1,400万円
・学校給食用食材高騰に係る保護者負担の軽減
� 1億5,000万円
■��学校臨時休業等に伴う給食用物資調達に係る違約金の公費
負担【新】� 800万円など

３　学生
・学生支援に取り組む大学支援事業� 1 億 100 万円

４　暮らし
・商店街等消費者還元支援事業� 1 億 5,900 万円
■��コンビニ交付による住民票等の証明書発行手数料引下げ
【新】
　現行：戸籍 450 円　住民票等 350 円
� →令和５年１月～ 250 円

５　高齢者・障害者・子育て世帯
・�福祉、子育て支援施設等の食材費高騰に係る利用者負担
の軽減� 3 億 800 万円

事業者支援　52億円（うち臨時交付金43億円）
１　中小企業等
・中小企業等総合支援補助金� 17億2,900万円
■�中小企業等物価高騰対策支援金　【新】� 20億7,000万円

２　物流・公共交通
・�物流事業者について、中小企業等総合支援補助金の売上要件を緩和
■��地域公共交通における運行維持確保緊急対策事業（タクシー）
【新】� 4,400万円
・公共交通における運行維持確保緊急対策事業（バス・鉄道）
� 3億4,600万円

３　伝統産業
・伝統産業基盤強化支援事業� 1億円

４　商店街
■�商店街等消費者還元支援事業【再掲】� 1億5,900万円

５　農業
・農業者等経営改善支援事業� 1億7,600万円

６　観光
・市内の需要喚起のための宿泊観光推進事業� 1億2,000万円

７　福祉・子育て支援施設
■�福祉・子育て支援施設等の運営費に対する支援【新】
� 5 億 7,900 万円
■�就労継続支援事業所等における生産活動への支援【新】
� 2,200 万円
■�広域型特別養護老人ホーム整備への支援【新】� 700 万円

京都市の物価高騰対策の全体像269億円（当初・5月・6月・9月・11月補正予算）

の
借
金
返
済
の
た
め
の
積
立
）
の

枯
渇
を
回
避
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
財

源
８
億
９
０
０
０
万
円
を
充
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
民
党
京

都
市
会
議
員
団
は
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
物
価
高
騰
に
し
っ
か
り
と

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

※■ は 11 月補正予算で新たに可決した事業

予算要望行動１班予算要望行動１班

予算要望行動 2班予算要望行動 2班

予算要望行動 3班予算要望行動 3班

国
家
予
算
要
望

を
実
施

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め 

各
分
科
会
の
代
表
者
が
要
望
を
実
施
し
ま
し
た
。

11月　補正予算  総
額 27億6500万円

物価高騰への対応など

令和5年1月15日 自由民主党京都市会議員団ニュース 第78号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
京
都
市
生
物
多
様

性
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
保
全
・
再

生
や
利
活
用
等
の
取
組
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
生
物
多
様
性
保
全

で
は
、
多
様
な
主
体
と
協
働
し
な

が
ら
市
域
を
超
え
た
広
域
的
な
視

点
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
設
置
は
、
本
市
の
多

様
性
保
全
の
取
組
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
ト
ッ

プ
水
準
の
府
市
協
調
を
礎
に
、
京

都
な
ら
で
は
の
自
然
共
生
社
会
を

実
現
す
る
と
の
決
意
の
下
、
生
物

多
様
性
セ
ン
タ
ー
の
府
市
に
よ
る

協
働
設
置
を
目
指
し
て
オ
ー
ル
京

都
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
令
和

５
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
真

に
必
要
な
事
業
に
は
恐
れ
ず
投
資

を
し
、
見
直
す
べ
き
事
業
は
ひ
る

ま
ず
改
革
を
断
行
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
覚
悟

は
い
か
が
か
？

　

そ
し
て
、
行
財
政
改
革
の
取
組

を
確
実
に
継
続
し
て
い
く
た
め
の

条
例
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）令
和

５
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
自
由
民
主
党
会
派
か
ら
お
受

け
し
た
予
算
要
望
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、
コ
ロ
ナ

対
策
・
経
済
再
生
・
人
口
減
少
問

題
な
ど
現
下
の
課
題
に
的
確
に
対

応
し
た
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

明
る
い
展
望
を
お
示
し
で
き
る
よ

う
全
力
を
傾
住
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
集
中
改
革
期
間
の
総

括
と
そ
の
到
達
点
を
お
示
し
す
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
行
財
政

の
確
立
に
向
け
、
改
革
の
必
要
性

や
理
念
、
財
政
運
営
の

目
標
を
明
記
し
た
計
画

の
策
定
を
義
務
付
け
る

条
例
を
２
月
市
会
に
提

案
い
た
し
ま
す
。条
例
制

定
に
あ
た
っ
て
は
、
予

測
で
き
な
い
事
態
に
機

動
的
に
対
応
し
、
着
実

に
改
革
で
き
る
京
都
な

ら
で
は
の
条
例
と
し
て

ま
い
り
ま
す
。

府
市
協
調
に
よ
る

生
物
多
様
性
保
全
推
進

■
山
本
恵
一
議
員
（
質

問
）
気
候
変
動
問
題
に

関
し
て
、
脱
炭
素
先
行

地
域
へ
の
選
定
を
踏
ま

え
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
と
も
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
先
日
公
表
さ
れ

た
京
都
府
総
合
計
画
改
革
案
で
、

構
想
が
掲
げ
ら
れ
た
「
生
物
多
様

性
セ
ン
タ
ー
」
を
府
市
合
同
で
運

営
す
る
な
ど
府
市
協
調
に
よ
る
生

物
多
様
性
保
全
を
強
力
に
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
現
代

社
会
で
は
、
自
然
や
生
き
物
と
の

つ
な
が
り
が
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
加
え
て
、
気
候
変
動

な
ど
の
生
態
系
を
脅
か
す
事
態
も

生
じ
て
お
り
、
人
と
自
然
と
の
関

係
を
再
構
築
し
な
が
ら
大
都
市
に

お
け
る
生
物
多
様
性
を
守
る
こ
と

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
担
い
手
確
保

に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
継
続
的

に
活
動
い
た
だ
け
る
よ
う
、
支
援

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
本
市

に
お
け
る
改
選
充
足
率
は
99
・

２
％
と
、
政
令
指
定
都
市
20
市
中

ト
ッ
プ
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
少
子
長

寿
化
に
よ
り
、
担
い
手
の
確
保
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
状
況
、
活
動
の
実
態

等
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
京

都
市
民
生
児
童
委
員
連
盟
の
皆
様

と
共
に
検
討
会
を
早
期
に
立
ち
上

げ
、
今
後
の
担
い
手
の
確
保
策
に

つ
い
て
し
っ
か
り
検
討
し
、
安
定

的
・
継
続
的
に
活
動
い
た
だ
け
る

よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

歯
と
口
の
生
涯
健
康
守
る

歯
科
医
師
会
と
の
連
携

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
生
涯

の
歯
と
口
の
健
康
の
為
に
は
、
学

童
期
の
口
腔
保
健
対
策
、
中
年
期

以
降
に
は
歯
周
病
対
策
が
重
要
で

す
。歯
と
口
の
健
康
を
守
る
為
に
、

ど
う
取
組
を
進
め
て
い
く
の
か
ご

答
弁
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
口

腔
保
健
推
進
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
京
都
府
歯
科
医
師
会
と
連
携

し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
全
市

立
小
学
校
で
の
集
団
フ
ッ
化
物
洗

口
や
、
２・
３
歳
児
の
フ
ッ
化
物

歯
面
塗
布
の
実
施
、
高
齢
期
に
は

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
に
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。
定
期
的
な
歯
科

健
診
の
重
要
性
の
周
知
啓
発
に
努

め
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
・
京
都
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

売
却
・
貸
付
を
含
め

市
有
地
の
更
な
る
活
用
を

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
京
都

市
に
は
、
売
却
を
含
め
活
用
方
法

の
検
討
を
進
め
る
市
有
地
が
60

件
、
貸
付
け
に
よ
る
活
用
方
法
の

検
討
を
す
る
市
有
地
が
24
件
あ
り

ま
す
。
活
用
に
は
、
民
間
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
取
組
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

■
坂
越
健
一
副
市
長
（
答
弁
）
現

在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

や
市
民
等
提
案
制
度
な

ど
の
取
組
を
通
じ
て
、

民
間
事
業
者
へ
積
極
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ

て
お
り
、
住
宅
や
企
業

の
立
地
が
進
み
、
着
実

に
成
果
が
出
て
き
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。個
々
の
資
産
の

課
題
を
踏
ま
え
た
活
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
不

断
の
検
討
を
重
ね
、
民

間
事
業
者
と
の
対
話
を

通
じ
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
と
ら
え
た
資
産

の
活
用
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
充
足
へ

1  来年度の予算編成について
2  生物多様性保全の取組について
3  今後の京都観光について
4  農福連携について
5  シェアサイクルの推進について
6  ３年ぶりの京都マラソン開催に向けて（要望）

⃝山本恵一議員の質問項目⃝

少
子
長
寿
化
で
担
い
手
減
少

検
討
会
立
ち
上
げ
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
拡
充
を

山
本　
恵
一 

議
員

⃝

北
区

フ
ジ
バ
カ
マ
と
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

1   民生委員・児童委員の担い手確保について

2  市有地における資産活用について

3   歯科施策の維持について

4  防犯カメラの設置促進の取組について

5  中山石見線の整備について（要望）

⃝西村義直議員の質問項目⃝

大
切
な
〝
歯
と
口
の
健
康
〟

西
村
義
直 

議
員

⃝

西
京
区

必
要
な
投
資
と
改
革
を
断
行

財
政
運
用
の
目
標
を
明
記
し
た
条
例
の
制
定

来
年
度
予
算
・
条
例
に
つ
い
て
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■
さ
く
ら
い
泰
広
議
員
（
質
問
）

約
20
年
ぶ
り
に
本
市
に
お
け
る
地

震
被
害
想
定
の
見
直
し
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
被
害
想
定

見
直
し
の
結
果
も
考
慮
し
市
民
の

皆
様
の
命
や
お
暮
し
、
財
産
を
地

震
か
ら
守
る
た
め
、
地
震
発
生
時

に
取
り
組
む
本
市
業
務
の
優
先
順

位
や
職
務
代
行
順
位
な
ど
を
定
め

て
お
く
こ
と
は
必
須
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
改
め
て
本
市
に
お
け
る

地
震
被
害
に
対
す
る
業
務
継
続
計

画
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
か
ら
始
ま
っ

た
今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
も
い
ず
れ

は
終
息
に
向
か
う
こ
と
も
予
測
さ

れ
ま
す
。
今
こ
そ
近
い
将
来
起
こ

る
可
能
性
も
あ
る
次
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
も
備

え
た
本
市
の
業
務
継
続

計
画
を
立
て
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、そ
の
作
成
状
況
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答

弁
）地
震
に
つ
い
て
は
被

害
が
最
大
と
な
る
花
折

地
震
を
想
定
し
て
業
務

継
続
計
画
を
策
定
し
、発

災
直
後
に
着
手
す
べ
き

業
務
を
洗
い
出
し
対
策

を
定
め
、発
災
に
よ
り
低

下
す
る
業
務
レ
ベ
ル
を

速
や
か
に
回
復
さ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
全
局
等
で
対
応
策
の
計
画
を

立
て
、
感
染
規
模
に
応
じ
て
保
健

所
業
務
へ
の
全
庁
的
な
応
援
体
制

を
構
築
す
る
な
ど
、
柔
軟
に
対
応

し
ま
し
た
。
新
た
な
地
震
被
害
想

定
や
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
に
対
応

し
た
知
見
を
踏
ま
え
て
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
・
シ
テ
ィ
京
都
と
し
て
い

か
な
る
災
害
や
危
機
に
直
面
し
て

も
、
業
務
を
継
続
し
、
市
民
の
命

と
お
暮
し
を
守
る
取
組
を
進
め
ま

す
。Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
の
管
理

よ
り
厳
格
な
取
組
み
を

■
さ
く
ら
い
泰
広
議
員
（
質
問
）

令
和
4
年
8
月
に
、
京
都
堀
川
音

楽
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
管
理
し

て
い
た
前
事
務
長
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
の
私
的
流
用
が
発
覚
し
ま
し

た
。
前
事
務
長
の
行
為
は
言
語
道

断
で
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
京

都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
も
連

携
し
、
再
発
防
止
の
た
め
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
の
執
行
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
新
た
な
指
針
等
を
示
す
と

の
こ
と
で
す
が
、
特
に
厳
格
な
取

組
を
求
め
ま
す
。
現
状
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

■
稲
田
新
吾
教
育
長
（
答
弁
）
京

都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
連
携

し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
管
理
状
況

の
全
市
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
管
理
や

監
査
の
実
施
の
留
意
点
を
ま
と
め

た
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
管
理
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
検
討
し
て
お

り
、
令
和
5
年
１
月
を
目
途
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
策
定
し
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
建
築
物
の

高
さ
規
制
の
緩
和
等
が
図
ら
れ
る

地
域
の
み
な
ら
ず
、
京
都
全
体
の

ま
ち
の
在
り
方
を
見
直
す
契
機
と

し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
は
、

50
年
後
、
1
0
0
年
後
の
京
都
市

を
見
据
え
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

京
都
市
は
、昭
和
5
年
の
風
致

地
区
の
指
定
に
始
ま
り
、昭
和
47

年
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
市
街

地
景
観
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、

先
駆
的
に
景
観
保
全
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、京
町

家
や
三
山
の
眺
望
を
は
じ
め
と

す
る
、京
都
ら
し
い
景
観
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
状
況
を
踏
ま
え
、そ

れ
ま
で
の
景
観
政
策
を
抜
本
的

に
見
直
し
た
新
景
観
政
策
を
平

成
19
年
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。そ

の
際
に
示
さ
れ
た
考
え
方
は
、絶

え
ず
景
観
政
策
の
進
化
を
図
る

た
め
に
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

を
勘
案
し
つ
つ
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

人
口
減
少
社
会
が
本
格
的
に

到
来
す
る
中
、
未
来
を
担
う
若

者
・
子
育
て
層
の
減
少
や
働
く

場
と
し
て
必
要
と
な
る
オ
フ
ィ

ス
空
間
の
恒
常
的
な
不
足
等
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、全

て
の
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
魅

力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
の
実
現

に
向
け
、都
市
計
画
の
見
直
し
を

検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

見
直
し
は
必
要
？

1   地震やパンデミックに備えた業務継続計画につ
いて

2   PTA活動の充実に向けた教育委員会の取組に
ついて

3   森林政策の推進について
4   上下水道局の中期経営プランについて
5   市バス路線・ダイヤの見直しについて
6   国際会館駅前の整備について（要望）

⃝さくらい泰広議員の質問項目⃝

業
務
継
続
計
画
の
現
状
と
作
成

市
民
の
命
・
お
暮
し
を
守
り
ぬ
く

地震やパンデミックから市民を守る業務継続計画

災
害
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
て

【
代
表
質
問
】

さ
く
ら
い
泰
広 

議
員

⃝

左
京
区

11
月
市
会
（
12
月
1
日
）

前
提
と
な
る
考
え
方

京
都
な
ら
で
は
の
魅
力
を
持
つ

「
保
全
・
再
生
ゾ
ー
ン
」
と
、

「
創
造
・
再
生
ゾ
ー
ン
」
で
生

み
出
す
都
市
活
力
を
循
環
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
地
域

の
拠
点
の
活
性
化
や
働
く
場
の

確
保
な
ど
を
実
現
し
、
地
理
的

制
約
へ
の
対
応
と
市
域
全
体
の

持
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

見
直
し
の
ね
ら
い

・
都
心
部
の
熱
を
受
け
止
め

る
新
た
な
拠
点
の
形
成

①
京
都
駅
南
部
、
梅
小
路
京

都
西
駅
周
辺
、

②
ら
く
な
ん
進
都
（
鴨
川
以

北
）、
竹
田
駅
周
辺

・
若
い
世
代
を
ひ
き
つ
け
る

居
住
環
境
の
創
出

③
東
部
方
面
の
外
環
状
線
沿

道
④
市
街
地
西
部
の
工
業
地
域

・
隣
接
市
町
と
の
一
体
的
・

連
続
的
な
ま
ち
の
形
成

　
⑤
市
境
エ
リ
ア

・
工
業
地
域
に
お
け
る
立
地

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

新
景
観
政
策
の
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皆さん皆さんのの

ご意見・ご
要望

ご意見・ご
要望をを

お寄せ下さ
い

お寄せ下さ
い

〒604-8571�京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
�jimin3@nifty.com�FAX.257-3091

自
由
民
主
党
市
会
議
員
団
に
聞
き
ま
し
た

持
続
可
能
な

京
都
市
財
政
の
確
立
に

向
け
て　

収
支
の
不
均
衡
是
正
が
急

務
。
同
時
に
、
長
期
的
視
点

で
の
成
長
戦
略
推
進
が
不
可

欠
。
条
例
を
制
定
し
た
上
で
、

行
財
政
改
革
を
確
実
に
進
め
、

今
の
、
将
来
の
市
民
生
活
を

し
っ
か
り
と
守
り
抜
く
た
め

全
力
を
注
ぎ
た
い
。

　

京
都
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
収
入
増
を

計
り
、
収
出
を
公
開
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
財
源
確
保
の
透

明
性
を
高
め
、
支
援
が
必
要

な
皆
様
に
対
し
て
福
祉
施
策

を
拡
充
す
る
こ
と
が
未
来
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

事
業
や
補
助
金
を
見
直
し
、

質
と
量
の
適
正
化
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
社
会
が
い
っ
そ
う

進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中

で
も
、
安
定
し
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

福
祉
・
教
育
・
子
育
て
・
安

心
安
全
な
ど
の
施
策
を
継
続

す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
計

画
を
着
実
に
実
行
し
、
行
政

の
効
率
化
を
徹
底
し
て
持
続

可
能
な
行
財
政
を
確
立
。
国

や
府
と
の
連
携
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
！

　

持
続
可
能
な
財
政
確
保
の

為
に
は
、
若
者
・
子
育
て
層

の
定
住
・
移
住
促
進
が
有
効

的
と
考
え
ま
す
。
若
者
・
子

育
て
層
が
住
み
た
い
・
働
き

た
い
・
学
び
た
い
・
子
育
て

し
た
い
と
思
え
る
街
づ
く
り

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

過
分
と
云
わ
れ
て
い
た
施

策
が
問
わ
れ
、
補
助
金
等
の

削
減
や
事
業
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
支
出

の
カ
ッ
ト
は
よ
り
一
層
精
査

し
、
収
入
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
、
必
要
不
可
欠
な
事

業
は
行
う
べ
き
で
す
。

　

財
政
収
支
の
均
衡
、
職
員

意
識
の
変
革
、
議
会
機
能
の

強
化
を
行
い
、
事
業
の
徹
底

的
な
見
直
し
と
共
に
、
必
要

な
事
業
へ
の
積
極
的
な
投
資

を
進
め
、
縮
み
思
考
で
は
な

く
、
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
す

る
京
都
市
を
目
指
す
。

　

厳
し
い
財
政
で
あ
っ
て
も
、

市
民
の
生
活
が
停
滞
す
る
事

の
な
い
よ
う
に
市
民
に
説
明

し
、
理
解
を
得
な
が
ら
政
策

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

議
会
の
役
割
を
通
し
て
、
職

責
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

行
財
政
改
革
を
着
実
に
行
い
、

w
ith

コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
、

京
都
の
資
源
を
最
大
限
活
用

し
、
京
都
経
済
を
活
性
化
し

て
、
活
力
あ
る
持
続
可
能
な

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

　

改
革
は
、
国
や
他
都
市
水

準
を
上
回
る
施
策
を
今
後
も

維
持
継
続
、
子
や
孫
の
世
代

に
過
度
な
負
担
を
負
わ
せ
な

い
た
め
。
そ
の
た
め
に
は
併

せ
て
担
税
力
強
化
、
特
に
子

育
て
世
代
や
若
年
層
を
対
象

と
し
た
人
口
対
策
が
肝
要
。

　

若
者
・
子
育
て
世
代
の
定

住
促
進
の
観
点
で
、
限
り
あ

る
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

全
て
の
世
代
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
行

を
図
り
、
都
市
の
成
長
に
つ

な
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
決
算
に
お
い

て
市
税
収
入
は
堅
調
に
推
移

し
て
い
る
。
今
後
観
光
客
増

も
見
込
め
る
な
か
、
特
に
市

内
周
辺
部
の
人
口
減
少
を
く

い
と
め
る
都
市
計
画
、
雇
用

の
創
出
、
子
育
て
環
境
の
充

実
に
取
り
組
む
事
が
重
要
。

　

伏
見
区
か
ら
税
収
ア
ッ
プ

を
！
ら
く
な
ん
進
都
と
西
部

第
四
（
横
大
路
）
第
五
（
納

所
）
区
画
整
理
事
業
の
促
進
。

加
え
て
向
島
、
久
我
、
羽
束

師
・
淀
地
域
へ
の
優
良
企
業
の

誘
致
策
の
充
実
を
！
伏
見
区

の
躍
進
で
、
財
政
の
確
立
を
。

　

行
財
政
改
革
を
進
め
る
為

に
は
、
新
規
事
業
だ
け
で
は

な
く
現
行
事
業
も
含
め
「
本

当
に
こ
の
事
業
は
必
要
な
の

か
」
と
い
う
市
民
目
線
に
立
っ

て
、
し
っ
か
り
と
精
査
し
休

廃
止
を
行
い
、
特
別
の
財
源

対
策
か
ら
の
脱
却
が
肝
要
。

　

出
鱈
目
な
財
政
出
動
論
や

何
も
か
も
緊
縮
す
る
の
で
あ

れ
ば
簡
単
で
す
が
、
京
都
の

未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市

の
長
年
に
亘
る
収
支
の
不
均

衡
を
見
つ
め
直
す
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
確
か
な
未
来
へ
の

投
資
が
肝
要
で
す
。

　

令
和
３
年
度
決
算
と
4
年
度

予
算
の
2
年
間
で
行
財
政
改
革

計
画
よ
り
4
4
7
億
円
の
収
支

改
善
を
見
せ
て
い
る
。
令
和
５

年
２
月
市
会
に
は
財
政
改
革
の

確
実
な
継
続
を
担
保
す
る
条
例

が
提
案
予
定
。
京
都
市
政
は
前

に
進
ん
で
い
る
！

　

長
年
主
張
の
都
市
成
長
・

経
済
対
策
の
一
つ
、
高
さ
や

景
観
規
制
の
緩
和
実
現
と
、

公
共
事
業
・
経
済
循
環
の
実

績
他
、
成
長
戦
略
等
の
更
な

る
推
進
で
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
た
子
育
て
や

福
祉
財
政
を
持
続
可
能
に
。

　

昨
年
度
決
算
等
で
行
財
政

計
画
を
4
4
7
億
円
上
回
る

収
支
改
善
と
な
り
、
公
債
償

還
基
金
（
将
来
の
借
金
返
済

の
た
め
の
積
立
）
の
枯
渇
、
ま

た
財
政
破
綻
の
危
機
は
回
避

で
き
ま
し
た
。今
後
も
計
画
の

遂
行
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

　

財
政
の
改
善
と
京
都
の
活

力
向
上
の
た
め
、
保
有
資
産

の
有
効
活
用
を
進
め
、
産
業

用
地
を
生
み
出
し
将
来
の
税

収
効
果
、
雇
用
効
果
を
見
据

え
て
若
者
が
夢
や
希
望
を
抱

き
、
京
都
で
住
み
働
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

収
入
に
見
合
う
支
出
、
こ

れ
が
財
政
の
基
本
。
同
時
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
、
お
暮
し

と
命
を
守
り
抜
く
こ
と
も
行

政
の
基
本
。
健
全
な
財
政
と

持
続
可
能
な
市
政
の
両
立
の

た
め
改
革
を
断
行
。
収
入
増

の
政
策
に
も
軸
足
を
。

や
ま
ず
ま
い
子

下京区

中
村
三
之
助

上京区

山
本
　
恵
一

北区

寺
田
　
一
博

上京区

津
田
　
大
三

中京区

平
山
た
か
お

東山区

加
藤
　
昌
洋

中京区

富
　
き
く
お

山科区

森
田
　
　
守

右京区

井
上
よ
し
ひ
ろ

右京区

橋
村
　
芳
和

伏見区

下
村
あ
き
ら

下京区

田
中
　
明
秀

西京区

田
中
た
か
の
り

右京区

み
ち
は
た
弘
之

伏見区

西
村
　
義
直

西京区

繁
　
　
隆
夫

伏見区

椋
田
　
隆
知

南区

し
ま
も
と
京
司

南区

さ
く
ら
い
泰
広

左京区
またきち

（京都市会マスコット
　　　　キャラクター）

令和5年1月15日自由民主党京都市会議員団ニュース第78号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

4


